
令和３年度滑川町の教育について 

令和３年４月２１日 

 

滑川町教育委員会では、児童生徒数の推移と今後の教育のあり方を踏まえ、町

立小・中学校および幼稚園の将来を展望した学校園のあり方について、広い見地

から検討しております。 

 

１ 小中学校を取り巻く現状 

 近年の全国的な傾向は、児童生徒数が減少し、今後もその傾向が続くことが予

想されます。 

 令和３年度以降では、宮前小、月の輪小が増加傾向にあり、滑川中は横ばい、

福田小は減少傾向にあります。このような状況の中、学校規模の違いや地域の特

色による様々な課題が生じることが懸念されております。 
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Society5.0 において、経験する変化は劇的なものであることが予想される。その

中で、人間らしく豊かに生きていくために必要な力は、①文章や情報を正確に読

み解き、対話する力、②科学的に思考・吟味し活用する力、③価値を見つけ生み

出す感性と力、好奇心・探究心とされている。また、学校などの教育の場も一斉一

律の授業スタイルの限界から抜け出し、読解力等の基盤的学力を確実に習得さ

せつつ、個人の進度や能力、関心に応じた学びの場となることが必要である。ま

た、異年齢や異学年での協働学習も広げていくことが重要である。 

資料 



２ 地域全体で子供たちの成長を支える取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 生活習慣向上の取組 

 

「大切にしましょう。家族で、元気・学び・会話」 

 

 

３つの合い言葉 

○「元気の素をつくりましょう。」 

 ・早寝・早起き・朝ごはんを大切にする。 

 ・ゲーム・テレビ・スマホ等の時間の制限をする。 

○「学びの時間をつくりましょう。」 

 ・家庭学習の時間をつくりましょう。（運動を含みます） 

 ・一緒に本や新聞を読みましょう。（家読、共読の推進） 

○「会話を大切にしましょう。」 

 ・あいさつをかわし、目を見て会話をしましょう。 

 ・「なぜ」「どうして」「なるほど」を大切にした会話をしましょう。 

 

【参加団体（案）】 

教育委員会、学校園、民生委員会、PTA 連合会、 

児童福祉施設連絡協議会、保育施設連絡会、放課後児童クラブ連絡会、 

地域子育て支援拠点連絡会 

【全国学テ・県学調質問紙調査より】 

朝食（小）９０．８％、（中）８６．８％→約 1 割が朝食欠食 

早寝（小）１１．９％、（中）１９．３％→同じ時刻に寝ていない 

早起（小）５．４％、（中）８．０％→同じ時刻に起きていない 

会話（小）１８．９％、（中）２０．８％→していない 

   （小）１６．４％、（中）１５．２％→していない 

読書（小）１５．１％、（中）３１．１％→不読率 

  （小）７．０％、（中）３０．６％→不読率 

ゲーム（小）３９．４％、（中）４０．０％→1 日（月～金）2 時間以上使用 

スマホ・ネット 

（小）１２．７％、（中）２８．１％→1 日（月～金）2 時間以上使用 

 

 

 



４ 滑川町内小中学校における生徒指導調査結果について 

 

【不登校児童生徒数】 

 

【いじめ発生認知件数】 

 Ｈ３０ 解消率 Ｒ１ 解消率 Ｒ２ 解消率 

宮前小 ４ １００％ ６ ５０％ ２ １００％ 

福田小 ０ １００％ １ １００％ １ １００％ 

月の輪小 ２ １００％ ３ １００％ ２ １００％ 

滑川中 ４ ７５％ １３ ８５％ ３３ ８２％ 

※Ｒ２の中学校は解消２７件、未解消６件。６件とも発生後３ヶ月を経過してい

ない事案のため、解消には至っていない。（３ヶ月の経過観察をして解消と見な

すため） 

 

【暴力行為発生認知件数】 

 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

宮前小 １１ １４ ２ 

福田小 ５ １ ０ 

月の輪小 ２ ７ ９ 

滑川中 ３０ ６ ２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

宮前小 ０ ３ ４ 

福田小 ０ ０ １ 

月の輪小 ３ ４ ２ 

滑川中 １７ ２４ ２０ 

令和２年度、中学校において

いじめと暴力行為件数が非常

に増加してしまっている。ど

ちらも６割以上が１年生の事

案であり、１年生の不適応が

伺える。 



５ ＧＩＧＡスクール構想について 

現在、グローバル化や人工知能の飛躍的な進歩等により、加速度的に社会が変

化していく中、これに適応し未来に生きる子供たちにとって、情報収集能力、情

報活用能力は欠かすことができない。そこで、今般、文部科学省が推し進めるＧ

ＩＧＡスクール構想の下、滑川町としても、今年度より１人１台のタブレットＰ

Ｃを、町内の小・中学校の全児童・生徒に貸与した。「学んでよかったまちへ 人・

まちをつなげ、未来へつながる滑川町の教育」の基本理念の下、子供たち１人１

人が資質・能力を最大限に伸ばし、新しい時代を切り拓いて生き抜く力を身に付

けることが出来るよう、学校におけるＩＣＴ環境を整備し、情報活用の実践力、

情報の正しい理解、情報社会に参画する態度など、バランスよく育成していく。 

 

現在各校ではタブレットＰＣの利用を進めようとしているところである。し

かし、初期のログインが１０台ずつしかできないことや、発達段階によっては自

分自身でのログインが難しいこと等もあり、当初の計画より遅れている状況で

ある。ログイン作業終了後、発達段階によるが以下の計画で進めていく。 

 

①教師の教具的使用〔提示・配布・収集など〕 

②教師の教具・子供の文具的使用〔共有・共働・振り返り〕 

③子供の文具的活用〔子供も教師も意識なしにＩＣＴ活用〕 

 


